
紹

介

林
基
中
・
土
犬
馬
進
編

燕
行
銀
全
集
日
本
所
戴
編

夫

，馬

進
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世
に
は
思
わ
ぬ
こ
と
が
起
こ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
本
舎
の
編
纂
者
の
一
人
で
あ
り
、
か

っ
こ
の
紹
介
記
事
を
書
い
て
い
る
私
が
、
本
書
の

編
纂
を
終
え
た
時
黙
で
書
い
た
序
文
の
書
き
出
し

で
あ
る
。
林
基
中
編

『燕
行
銀
全
集
』
の
出
版
議

告
は
す
で
に
早
く
か
ら
耳
に
し
て
い
た
。
そ
の
一

日
も
早
い
出
版
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
。
そ
の
私

が
今
度
は
『
燕
行
銭
全
集
日
本
所
蔵
編
』
の
編
纂

に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
驚
き
を
述
べ
た
の

が
、
こ
の
言
葉
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
二

O
O
一
年

七
月
二
十
日
附
け
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

今
ま
た
私
が
紹
介
記
事
を
書
い
て
い
る
。
撃
術
雑

誌
に
著
者
ま
た
は
編
者
が
紹
介
の
勢
を
と
る
こ
と

は
、
普
通
で
は
な
い
。
「
世
に
は
思
わ
ぬ
こ
と
が

起
こ
る
も
の
で
あ
る
」
と
、
今
再
び
書
か
ね
ば
な

ら
な
い
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

編
纂
者
が
自
ら
紹
介
の
勢
を
と
ら
ね
ば
な
ら
ぬ

の
は
、
本
書
が
後
に
示
す
よ
う
に
、
拳
術
的
な
面

で
大
き
な
意
義
を
有
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
非

貰
品
と
し
て
纏
め
て
少
し
の
部
敏
し
か
後
行
さ
れ

な
か
っ
た
が
た
め
に
、
世
界
の
肇
界
に
お
い
て
お

そ
ら
く
そ
の
出
版
が
知
ら
れ
て
い
な
い
だ
け
で
な

く
、
日
本
に
お
い
て
す
ら
、
さ
ら
に
は
韓
固
に
お

い
て
す
ら
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
、
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
編
纂
者
と
し
て

は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
研
究
者
に
利
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
本
書
に
牧
録
し
た
資
料
を
ご
提
供

い
た
だ
い
た
各
国
書
館
に
は
、
も
ち
ろ
ん
す
べ
て

寄
贈
し
て
あ
り
、
す
で
に
閲
覧
に
供
さ
れ
て
い
る

で
あ
ろ
う
が
、
本
書
を
個
人
と
し
て
日
本
で
所
蔵

す
る
の
は
、
お
そ
ら
く
紹
介
者
で
あ
る
筆
者
一
人

で
あ
る
。
本
書
の
内
容
紹
介
を
含
め
、
何
故
こ
の

よ
う
な
編
纂
物
と
な
っ
た
の
か
紹
介
で
き
る
の
は
、

お
そ
ら
く
筆
者
を
の
ぞ
け
ば
極
〈
限
ら
れ
て
い
る
。

敢
え
て
編
纂
者
が
紹
介
の
傍
を
と
ら
ね
ば
な
ら
ぬ

所
以
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
本
書
を
紹
介
し
て
そ
の

意
義
と
問
題
貼
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
同
時
に
出

版
さ
れ
た
林
基
中
編

「燕
行
銀
全
集
』
(
ソ
ウ
ル
、

東
園
大
拳
校
出
版
部
、

二
O
O
こ
の
意
義
と
問

題
黙
に
つ
い
て
も
、
若
干
指
摘
し
た
い
。

本
書
に
牧
録
さ
れ
る
燕
行
録
及
び
溶
行
録
は
次

ペ
1
ジ
の
通
り
で
あ
る
。

燕
行
録
は
ソ
ウ
ル
か
ら
北
京
へ
行
っ
た
放
行
記
、

溶
行
録
は
ソ
ウ
ル
か
ら
洛
陽
へ
行
っ
た
放
行
記
で

あ
る
。
中
園
が
明
朝
統
治
下
に
あ
っ
た
頃
に
は
、

燕
行
録
は
朝
天
録
あ
る
い
は
朝
天
日
記
と
稽
さ
れ

る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
史
料
的
債
値

に
つ
い
て
は
一
部
で
つ
と
に
知
ら
れ
て
い
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
資
料
集
と
し
て

『燕
行
録

選
集
」
(
ソ
ウ
ル
、
成
均
館
大
祭
校
大
東
文
化
研

究
院
、
一
九
六

0
1
六
二
、
二
珊
)
、
『
圏
諸
燕
行

録
選
集
」
(
ソ
ウ
ル
、
民
族
文
化
推
進
舎
、
古
典

園
弔
辞
叢
書
九
十
五
l
一
O
六
、
一
九
七
六

l
七
九
、

十
二
紛
)
お
よ
び

『靭
天
録
」
(
喜
一
北
、
珪
庭
出

版
社
、
中
韓
関
係
史
料
輯
要
二
、

一
九
七
八
、
四

傍
)
が
あ
っ
た
。
今
回
、
以
上
の
三
資
料
集
に
収

録
さ
れ
る
も
の
も
再
録
し
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
に
含

ま
れ
な
か
っ
た
数
多
く
の
燕
行
録
を
牧
録
し
た
の

が

『燕
行
銀
全
集
』

(
百
加
)
で
あ
る
。
本
書

『燕
行
銀
全
集
日
本
所
裁
編
』
は
こ
の

『燕
行
銀

全
集
』
の
刊
行
議
定
を
機
縁
と
し
て
編
纂
さ
れ
、

出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
番
の
出
現
に

よ
っ
て
、
燕
行
銭
研
究
お
よ
び
燕
行
使
そ
の
も
の

の
研
究
は
、
全
く
新
し
い
一
段
階
に
入

っ
た
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
後
者
は
林
基
中
氏
お
よ

び
夫
馬
進
二
人
の
共
同
編
集
に
な
る
が
、
日
本
に

お
け
る
所
蔵
調
査
と
資
料
収
集
お
よ
び
撰
者
と
燕
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〔書
名
〕

縫
子
銭

(文
興
君
挫
子
録
)

洛
陽
日
銀

(松
渓
紀
稿
)

同
行
銀

(洛
陽
質
餓
同
行
銀
、
都
世
中
日
記

議
行
銭

(港
使
瞥
録
)

雨
世
疏
革

(斑
…行

日

記

附

)

締
鹿
集

(疏
行
日
記
)

悔
軒
続
…
行
詩
附
月
ハ
合
燕
行
詩

住
地

】
1
3
J
コ
し

寸

F
f
f
5

1
亥十
川口掛世銀

詑
行
記
箸

流
、行
日
記
乾

(鉄
巻

一
)

十
時
子
ヨ
コ
じ

一
a
f
i
--z-n

約
四
任
詩
杭

中
州
偶
鍬

(入
貌
…記
)

王
子
提

寸
唱
刷

'
a
A
4
l
A忽
少

山側
程
散
考

随
援
日
叫
知

識
説
…
藁

随
援
日
銀

玉
河
日
記

議
'前
紀
客
(
鉄
巻
二
)

筑
…行
日
銀
(
説
行
録
)

旅
行
日
記

続
…行
日
記

旋
…佳
日
銀

統
…権
日
銀

M

官
制
主
「

(続
行
録
)

遊
+
叫
.
叫
蹄
(
続
行
日
記
)

北
砂
日
記

」F
V
抱

一

γa鉱
水

寸

p
f
s

前
提
日
銀

'v胃
1
ru

4
1
4
4

善
一ロ

+叫
…健
酬
帖

古
割
程
録

〔
撰
者
〕
一

〔
説
…行

・
議
行
年
次
〕

柳
田
心
琢
一
宣
祖
二
九
年
〔
高
層
二
四
年
H
一
五

九

六

〕

駒

浮

大

挙

図

書

館

歳

未
詳

一
仁
組

一
四
年
l
一一一一
年
〔
崇
一
徳
元
年
l
順
治
二
年
、
一
六
一
二
六
l
一

六

四

五

〕

天

理

圃

書

館

歳

未

詳

一

仁

組

一
五
年
l
一
七
年
〔
崇
徳
二
年
l
崇
徳
四
年
、

二
ハ
三
七

l
一
六
三
九

〕

東

洋

文

庫

蔵

未
詳

一
徹
宗
八
年
J

純
組
五
年
〔
殿
風
…
一
一
一
年
l
w抽
慶

一
O
年、

一
六
八
二
I
一

八
O
五
〕
京
都
大
祭
附
属
図
書
館
議

李
淳

一
新
{一市
凹

O
年

〔康
照
五
三
年
H
一
七

一
四

〕

天

理

図

書

館

蔵

組
問
捌
命

一
英
組

一
九
年

〔
乾
隆
八
年
H
一
七
四
三
〕

京

都
大
与
附
属
図
書
館
議

越
観
彬

一
英
組
二一

年

〔乾
隆

一
O
年
H
一
七
四
五〕

東
洋
文
庫
議

手
汲

一
英
組
二
二
年

〔
乾
険

一
一
年
H
一
七
四
六〕

駒
淳
大
胞
子
園
瞥
館
蔵

李
心
減

一
英
組
四
三
年

〔
乾
隆
三
二
年
H

一
七
六
七
〕

東
洋
文
庫
蔵

未

詳

一

(正
組
六
年
〔
乾
隆
四
七
年
H

一
七
八
二
〕

)

天

理
図
書
館
蔵

金
箕
性

一
正
祖
一
五
年
〔
乾
隆
五
六
年
H

一

七

九

二

天

理

圃

書

館

蔵

呉
戦
紹

一
純
組
元
年

〔嘉
慶
六
年
H

一
八
O
乙

天
理
園
書
館
歳

未
詳

一
(
純
組
元
年
l
一一一
年
〔
姦
慶
大
年
l
孫
凌
八
年
H

一
八
O
一
1
一
八
O
三〕

問
)

紛
嘉
堂
文
庫
蔵

未
詳
一
純
組
七
年
〔
嘉
慶
一

二
年
H

一
八

O
七
〕

閥
西
大
祭
圃
書
館
蔵

李
敬
尚

一
純
組
九
年
〔
嘉
慶

一
四
年

H

一
八
O
九

〕

天

理

圃

書

館

蔵

金
祭
民

一
純
組
二
二
年

〔
這
光
二
年
H
一
八
二
二

〕

天

理
図
書
館
歳

未
詳

一
純
組
二
五
年
〔
遁
光
五
年
H
一
八
二
五〕

東
北
大
間
竿
附
属
図
書
館
議

洪
錫
談

一
純
組
二
六
年
〔
遁
光
六
年
H
一
八
二
六
〕

京

都

大

祭

文

勝

宇

都

阻

害

館

歳

未
詳

一
純
組
二
九
年

〔
遁
光
九
年
H

一
八
二
九
〕

天
理
圃
書
館
裁

金
賢
根
一
憲
宗
三
年
〔
這
光

一
七
年
H

一
八
=
一

七

〕

京

都

大

挙

文

筆

都

圏

書

館

議

趨
鳳
夏

一
憲
宗
八
年
〔
遁
光
二
二
年
H

一
八
四
二〕

京
都
大
皐
附
属
図
書
館
裁

朴
永
元

一
憲
宗
一
二
年

〔
遁
光
二
六
年
H
一
八
四
六
〕

天
理
図
書
館
持
融

資
某

一
憲
宗

一
五
年

〔
遁
光
二
九
年
H
一
八
四
九
〕

東

洋

文
庫
蔵

李
啓
朝

一
憲
{
示
一
五
年
〔
遁
光
二
九
年
H

一
八

四

九

〕

天

理
図
書
館
蔵

郷
徳
和
一
哲
宗
五
年
〔
成
盟
四
年
H

一
八
五
四
〕

天
理
固
書
館
蔵

金
直
淵

一
哲
宗
九
年
〔
成
盟
八
年
H

一
八
五
八
〕

東
京
都
立
中
央
圃
書
館
猿

洪
淳
按
一
高
宗
三
年

〔
同
治
五
年
H

一
八

六

六

〕

天

理

聞

書

館

歳

未
詳

一官
同
日
一
市
六
年
〔
同
治
八
年
H
一
八
六
九
〕

東
洋
文
庫
議

委
建
一
高
宗
一

O
年
〔
同
治

一
二
年
H

一
八
七
三
〕

静

嘉

堂

文

庫

蔵

沈
履
淳

一
高
宗

一一

年
〔
同
治

一一一一
年
H

一
八

七

四

〕

天

理

図

書

館

蔵

李
裕
元
一
高
宗

一
二
年

〔
光
緒
元
年
H

一
八

七

五

〕

天

理

聞

書

館

戴

南

一
紘
一
高
宗
一
六
年

〔
光
緒
五
年
H
一
八

七

九

〕

東

洋

文

庫

裁

未

詳

未

詳

天

理

圃

書

館

歳

未

詳

未

詳

東

京

都

立

中

央

画

書

館

議

-166一
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行
-
議
行
年
次
の
確
定
あ
る
い
は
推
定
は
、
す
べ

て
夫
馬
一
人
が
お
こ
な
っ
て
い
る
。
前
述
の
序
文

に
お
い
て
、
「
日
本
に
現
存
す
る
燕
行
録
で
な
お

本
書
に
収
録
で
き
な
か
っ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
を
、

強
く
恐
れ
る
。
各
琉
…
行
録
の
撰
者
名
や
燕
行
年
次

の
確
定
に
は
、
私
の
力
の
及
ぶ
か
ぎ
り
調
査

・
考

誼
し
た
が
、
な
お
誤
り
や
不
十
分
な
黙
が
あ
ろ
う

と
思
う
。
誤
り
や
不
備
な
黙
が
あ
れ
ば
、
是
非
ご

敬
一不
い
た
だ
き
た
い
」
と
夫
馬
は
述
べ
、
責
任
の

所
在
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

本
書
の
意
義
と
問
題
と
し
て
、
次
の
諸
黙
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
、
本
書
の
刊
行
に
よ
っ
て
、
日
本
に
現

存
す
る
燕
行
録
の
所
液
状
況
が
初
め
て
ほ
ぼ
明
ら

か
に
な

っ
た
。
本
書
は
、

『燕
行
銀
全
集
」
に
牧

録
珠
定
の
も
の
に
つ
い
て
は
敢
え
て
収
録
し
な
い

編
纂
方
針
を
と

っ
た
た
め
、
も
ち
ろ
ん
日
本
現
存

燕
行
銭
の
す
べ
て
を
枚
録
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
例
え
ば
金
昌
業
『
老
稼
融
閣
議
…
行
日
記
』
は
日

本
に
も
紗
一本
と
し
て
い
く
つ
か
存
在
す
る
が
、
敢

え
て
は
じ
め
か
ら
牧
録
し
て
い
な
い
。
本
書
の
刊

行
に
よ
っ
て
、
韓
国
に
も
現
存
の
確
認
で
き
な
い

数
多
く
の
燕
行
銭
が
明
か
と
な

っ
た
。
た
と
え
ば
、

金
賢
根

『玉
河
日
記
』
(
京
都
大
挙
文
印
宇
部
国
書

館
裁
)
は
、
明
ら
か
に
撰
者
の
稿
本
で
あ
り
、
貴

重
で
あ
る
。
本
書
に
牧
録
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
を

も
含
め
合
計
三
十
四
種
で
あ
る
。
三
品
川
に
牧
録
さ

れ
一
ペ
ー
ジ
に
上
下
二
段
組
見
開
き
で
影
印
さ
れ

て
い
る
か
ら
、
こ
れ
を
通
常
の
ペ
ー
ジ
数
で
換
算

す
れ
ば
、
約
七
四

0
0
ペ
ー
ジ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

『
燕
行
銀
全
集
』
は
一
伽
約
五
百
ペ
ー
ジ
か
ら
な

る
か
ら
、
同
じ
袋
帳
で
出
版
さ
れ
て
い
た
と
し
た

ら
、
十
五
加
と
な

っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
「
燕

行
銀
全
集
』
の
方
は
百
加
で
計
約
五
蔦
ペ
ー
ジ
と

い
う
膨
大
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
た
と
え
ば
金
昌

業

『老
稼
驚
燕
行
日
記
』
は
三
種
の
も
の
を
収
録

し
、
こ
れ
だ
け
で
計
六
加
、

三
0
0
0
ペ
ー
ジ
が

あ
て
ら
れ
て
い
る
。
う
ち
一
種
は
ハ
ン
グ
ル
司
一
辞
さ

れ
た
も
の
で
貴
重
で
あ
る
が
、

他
の
二
種
は
極
め

て
酷
似
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の

一
穫
は
、

先
行
の

『園
-謀
議
…
行
録
選
集
」
に
も
す
で
に
牧
録

さ
れ
て
い
る
。
同
じ
も
の
を
版
刻
あ
る
い
は
紗
潟

が
遣
う
と
し
て
牧
録
す
る
も
の
は
、
こ
の
他
に
も

数
多
い
。
こ
れ
に
封
し
、
本
金
百

『燕
行
録
全
集
日

本
所
裁
編
」
は

『燕
行
録
全
集
』
に
収
録
さ
れ
る

こ
と
が
あ
ら
か
じ
め
わ
か

っ
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
林
基
中
氏
の
希
望
に
従
い
敢
え
て
牧
録
し

た
洪
淳
拳

『M
で
司
且
「

(識
…行
銭
)』
、
お
よ
び
出
版

し
た
後
に

『萎
建
全
集
』
(
ソ
ウ
ル
、
豆
綱
豆
文

化
枇
、
韓
園
近
代
思
想
叢
書
所
枚
、
一
九
七
八
)

に
す
で
に
枚
録
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
萎
湾

『北
排
日
記
』
(
静
嘉
堂
文
庫
戴
)
、
そ
し
て
こ
れ

も
『
燕
行
銀
全
集
』
で
は
漏
れ
て
い
た
の
で
こ
ち

ら
に
収
録
す
る
こ
と
に
な
っ
た
越
額
命
『
蹄
鹿
集

(
燕
行
日
記
)
」
(
京
都
大
挙
附
層
圏
書
館
裁
)
の

三
種
を
除
き
、
三
十
一
種
は
す
べ
て
お
そ
ら
く
研

究
者
の
前
に
初
め
て
提
供
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
の
意
義
の
第

一
は
こ
こ
に
あ
る
。

し
か
し
、
夫
馬
の
資
料
調
査
が
周
到
で
は
な
か

っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
料
鶏
糞
本
を
共
編
者
の

林
基
中
氏
に
迭

っ
た
こ
0
0
一
年
八
月
末
頃
の
時

鈷
で
提
供
で
き
な
か
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
も
、

明
ら
か
に
し
て
お
く
。
そ
れ
は
、
李
承
五

『観
華

社め』
(京
都
大
祭
附
属
図
書
館
蔵
)
十
二
巻
(
鉄

巻
三
、
四
)
で
あ
る
。
こ
の
書
の

一
部
は

『燕
縫

日
記
』
と
い
う
書
名
で
韓
固
に
も
現
存
し
て
い
る

よ
う
で
、

『燕
行
録
選
集
』
『
蕊
…
行
銀
全
集
』
に
も

こ
れ
が
牧
録
さ
れ
て
い
る
が
、

『観
華
誌
」
そ
の

も
の
は
京
都
大
祭
附
属
園
書
館
蔵
本
の
ほ
か
に
現

存
す
る
こ
と
を
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
な
い
。

本
書
に
収
録
さ
れ
た
燕
行
銭
は
す
べ
て
紗
本
で

あ
り
、
そ
の
原
書
の
ほ
と
ん
ど
に
お
い
て
撰
者
名

が
明
記
さ
れ
な
い
。
さ
ら
に
日
本
圏
内
で
朝
鮮
本

を
所
蔵
す
る
各
国
書
館
の
日
銀
と
カ
l
ド
に
は
、

賓
に
誤
り
が
多
い
。
本
書
で
は
各
燕
行
録
の
内
容

-167一
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に
即
し
て
、
従
来
の
設
り
を
訂
正
し
つ
つ
、
撰
者

と
共
に
燕
行
・
漆
行
年
代
を
も
で
き
う
る
か
ぎ
り

確
定
な
い
し
は
推
定
し
て
い
る
。
こ
れ
も
本
警
の

意
義
の

一
つ
で
あ
る
。
こ
の
勲
、

『旋
…行
銀
全
集
』

と
は
い
さ
さ
か
編
集
方
針
を
異
に
し
て
い
る
と
言

っ
て
よ
い
。
た
と
え
ば

『満
…行
銀
全
集
』
第
五
十

九
慨
に
は
洪
景
海

『随
佳
日
銀
』
を
収
録
す
る
が
、

こ
れ
は
燕
行
録
で
は
な
く
日
本
の
江
戸
時
代
に
朝

鮮
か
ら
来
日
し
た
者
が
書
い
た
通
信
使
録
で
あ
る
。

書
名
は
類
似
し
て
い
て
も
、
内
容
を
見
れ
ば
立
ち

ど
こ
ろ
に
判
明
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
首
然
説
…
行

使
の
資
料
集
に
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
ま
た
第

九
十
入
品
川
で
撰
者
未
詳
と
し
て
収
録
す
る

「燕
鮪

紀
程
」
(燕
紀
程
)
は
、
そ
の
撰
者
が
朴
思
浩
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
現
に
同
じ
も
の
が

「燕
行
銀
全
集
』
第
八
十
五
般
に
も
朴
思
浩

茸
…

荊
紀
程
(
心
田
稿
)
』
と
し
て
牧
録
さ
れ
て
い
る
。

す
で
に
先
行
の
「
燕
行
録
選
集
』
上
巻
お
よ
び

『園
誇
燕
行
録
選
集
』
第
九
般
に
も
、
朴
思
浩

「心
回
稿
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
第
九
十

八
冊
に
同
じ
く
撰
者
も
燕
行
年
次
も
未
詳
と
し
て

収
録
す
る

『燕
前
紀
客
』
は
、
そ
の
内
容
を
譲
み

『同
文
集
考
』
補
編
「
使
行
録
」
な
ど
を
見
れ
ば
、

そ
の
撰
者
が
李
容
祭
で
あ
る
こ
と
、
統
一
行
年
次
は

高
宗
十
三
年
(
光
緒
二
年
H

一
八
七
六
)
で
あ
る

こ
と
、
誰
の
目
に
も
明
明
白
白
で
あ
る
。
こ
の
他

に
も

『説
一
行
銀
全
集
』
の
編
纂
に
は
、
皐
に
朝
鮮

圏
内
を
緩
行
し
た
に
過
ぎ
な
い
も
の
を
牧
録
し
た

り
、
撰
者
を
誤
っ
た
う
え
に
誠
一行
年
次
を
百
数
十

年
も
誤

っ
た
り
と
い

っ
た
、
不
可
解
と
一言
う
ほ
か

な
い
貼
が
あ
ま
り
に
多
い
。
こ
れ
に
比
べ

『燕
行

銀
全
集
日
本
所
裁
編
』
で
は
、
一
つ
一
つ
内
容
そ

の
も
の
に
即
し
て
撰
者
お
よ
び
燕
行
年
次
を
で
き

う
る
か
ぎ
り
確
定
し
、
確
定
は
で
き
な
い
が
燕
行

年
次
を
あ
る
年
代
ま
で
絞
り
込
め
る
も
の
に
つ
い

て
は
(
)
を
附
し
て
推
定
し
、
も
っ
て
利
用
者

の
便
に
供
し
て
い
る
。
こ
れ
が
本
書
の
意
義
の
第

二
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
鈷
で
も
な
お
、
至
ら
ぬ
勃
が
あ

る
こ
と
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
撰

者
及
、ぴ
燕
行
年
次
に
つ
い
て
未
詳
と
し
た

『煎
程

録
』
(
東
京
都
立
中
央
園
書
館
戴
)
は
、
燕
行
年

次
を
(
純
組
三
年
〔
嘉
慶
八
年
H
一
八

O
三
〕

!

純
租
十
九
年
〔
嘉
慶
二
十
四
年
H

一
八
一
九
〕
の

開
)
と
推
定
し
、
よ
り
絞
り
込
む
べ
き
で
あ
っ
た
。

燕
行
録
を
歴
史
史
料
と
し
て
用
い
る
場
合
、
撰
者

が
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
か
と
と
も
に
、
そ

こ
に
描
か
れ
て
い
る
情
況
が
何
時
の
頃
の
も
の
か
、

で
き
る
だ
け
確
定
し
絞
り
込
む
作
業
が
是
非
必
要

だ
か
ら
で
あ
る
。

次
に
こ
れ
は
嘗
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
本
書

で
は
所
蔵
園
書
館
を
明
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
影

印
本
を
編
纂
し
緩
行
す
る
時
の
嘗
然
の
義
務
で
あ

り
遁
義
で
も
あ
る
が
、
利
用
者
に
と

っ
て
も
こ
れ

が
明
記
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
内
容
の
異
動
を

調
査
す
る
な
ど
書
誌
拳
的
研
究
が
可
能
と
な
る
。

こ
の
結
、

「燕
行
銀
全
集
」
は
所
蔵
機
関
を
示
す

印
章
は
で
き
る
か
ぎ
り
消
し
去
り
、
ま
た
ど
こ
に

も
明
記
せ
ず
、
こ
の
膨
大
な
資
料
集
の
意
義
を
大

き
く
損
な
っ
て
い
る
。
か
つ
て
影
印
さ
れ
た
「
美

建
全
集
』
所
牧
の

『北
瀞
日
記
」
は
、
そ
の
所
戴

機
関
で
あ
る
静
嘉
堂
戴
番
印
を
影
印
で
消
し
去
っ

て
は
い
る
が
、
そ
れ
で
も
静
嘉
堂
文
庫
裁
で
あ
る

こ
と
が
「
美
建
全
集
解
題
」
で
明
記
さ
れ
て
お
り
、

利
用
者
の
便
宜
に
供
し
て
い
た
。
近
年
刊
行
さ
れ

て
い
る

『韓
園
文
集
叢
刊
』
(
ソ
ウ
ル
、
民
族
文

化
推
進
曾
、

一
九
九
O
l
)
は
、
極
め
て
優
れ
た

編
纂
物
で
あ
り
、
よ
り
優
れ
た
テ
キ
ス
ト
が
底
本

と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
ほ
か
、
嘗
然
の
こ
と
な
が

ら
所
蔵
機
関
を
明
記
し
て
い
る
。
『
燕
行
銀
全
集
』

に
お
い
て
所
蔵
園
書
館
名
が
明
記
さ
れ
ぬ
こ
と
、

こ
れ
が
二
十

一
世
紀
に
入
つ
て
の
出
版
物
で
あ
る

こ
と
は
、
や
は
り
不
可
解
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

本
書
『
燕
行
録
全
集
日
本
所
蔵
編
』
が
、
見
開

き
B
図
版
上
下
二
段
組
み
で
影
印
さ
れ
、
こ
れ
が

。。にU
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た
め
に
文
字
が
あ
ま
り
に
小
さ
く
な
り
、
い
く
つ

か
の
資
料
で
は
利
用
者
が
そ
の
ま
ま
で
讃
む
に
堪

え
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
本
書
の
大

き
な
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
共
同
編
纂
者
二
人

の
協
約
で
は
、

2Mm行
録
全
集
』
と
同
じ
鐙
裁
で
、

東
園
大
祭
校
出
版
部
か
ら
出
版
さ
れ
る
橡
定
で
あ

っ
た
も
の
が
、
非
責
品
と
し
て
廉
債
で
出
版
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、

『玉

河
日
記
』
な
ど
京
都
大
挙
文
皐
部
国
書
館
裁
あ
る

い
は
同
附
鷹
圃
書
館
裁
の
い
く
つ
か
の
資
料
が
、

貧
に
不
鮮
明
に
仕
上
が
っ
て
い
る
の
も
、
大
き
な

問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
書
が
見
開
き
上
下
二
段

組
み
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
加
え
、
篤
実
撮

影
を
依
頼
し
た
業
者
の
技
術
に
問
題
が
あ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
、
本
書
に
収
録
し
た
諸

資
料
の
篤
異
本
を
わ
ず
か
数
ヶ
月
の
期
限
内
に
そ

ろ
え
て
韓
闘
の
林
基
中
氏
の
手
元
に
迭
ら
ね
ば
な

ら
ず
、
再
度
の
撮
影
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ

ら
に
悪
い
傑
件
と
し
て
原
書
の
虫
食
い
が
ひ
ど
く
、

業
者
に
よ
る
篤
莫
撮
影
に
は
編
纂
者
が
立
ち
曾
う

こ
と
が
不
可
放
で
あ
っ
た
た
め
、
夫
馬
が
こ
の
努

苦
を
再
び
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
た
め
で
も
あ
る
。

貴
重
な
資
料
を
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
影
印
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
に
針
し
、
利
用
者
と
し
て

残
念
で
あ
る
と
と
も
に
編
纂
者
と
し
て
も
漸
惚
に

堪
え
な
い
。

以
上
、
問
題
は
様
々
あ
る
が
、

『
燕
行
銀
全
集
』

『
燕
行
銭
全
集
日
本
所
蔵
編
』
の
二
番
が
、
東
ア

ジ
ア
史
の
研
究
に
大
き
く
寄
奥
す
る
こ
と
は
、
疑

い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
本
書
は
、
編
纂
計
萱
が
始
ま
っ
た
嘗
初
に

林
基
中
氏
の
方
か
ら
示
さ
れ
た
協
約
に
よ
り
、
夫

馬
進

・
林
基
中
編
で
出
版
さ
れ
る
殻
定
で
あ
っ
た

が
、
林
基
中
氏
の
一
方
的
な
都
合
に
よ
っ
て
共
編

者
に
事
前
の
連
絡
も
な
く
林
基
中

・
夫
馬
進
編
で

出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
修
正
を
要
求
し

た
が
、
結
局
聴
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
本
書
序

文
お
よ
び
こ
の
紹
介
を
讃
む
利
用
者
は
、
あ
る
い

は
不
可
解
な
も
の
を
覚
え
る
と
考
え
る
の
で
こ
こ

に
記
す
。
ま
た
本
書
三
品
川
と
も
「
目
次
」
と

「凡

例
」
の
部
分
の
四
枚
の
み
、
切
り
取
ら
れ
新
し
い

も
の
と
張
り
替
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
も
利
用

者
は
不
可
解
な
も
の
を
覚
え
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ

れ
が
何
を
意
味
す
る
の
か
は
、
こ
こ
で
は
記
さ
な

い
。
ま
こ
と
に

「世
に
は
恩
わ
ぬ
こ
と
が
起
こ
る

も
の
で
あ
る
。
」

な
お
筆
者
は
、
撰
者
と
燕
行
年
代
と
を
確
定
あ

る
い
は
推
定
し
た
根
様
を
一
示
す
と
と
も
に
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
研
究
者
に
本
書
を
利
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
、
撰
者
の
略
歴
や
筒
草
な
内
容

紹
介
を
も
粂
ね
た
「
日
本
現
存
朝
鮮
燕
行
銭
解

題
」
を
「
京
都
大
拳
文
挙
部
研
究
紀
要
』
第
四
十

二
競
(
二

O
O三
年
、
海
{
疋
)
に
掲
載
す
べ
く
準

備
し
て
い
る
。
燕
行
銭
お
よ
び
燕
行
使
に
開
心
を

寄
せ
る
諸
士
が
、
こ
れ
を
も
参
照
さ
れ
る
こ
と
を

強
く
望
む
。
資
料
調
査
に
な
お
不
備
な
結
が
あ
る

こ
と
を
強
く
恐
れ
る
。
ま
た
本
紹
介
お
よ
び
漁
定

し
て
い
る
「
日
本
現
存
朝
鮮
燕
行
銭
解
題
」
に
誤

り
が
あ
る
な
ら
ば
、
林
基
中
氏
を
含
め
た
諸
土
の

忌
慢
な
い
ご
批
判
を
心
よ
り
願
う
。

二
O
O
一
年
十
一
月
ソ
ウ
ル
、
東
園
大
拳
校
韓

園
文
筆
研
究
所

B
四
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中

砂

明

f実

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
針
外
渡
展
史
の
権
威
チ
ャ
ー
ル

ズ

・
ラ
ル
フ

・
ボ
ク
サ
ー
氏
は
二
0
0
0年
四
月

に
九
十
六
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
日
本
と
も
縁
の
深

い
彼
の
人
と
な
り
・
業
績
に
つ
い
て
は
、
幸
田
成


